






①新生児の感染対策一免疫賦活,免疫補充療法 

最近の産科管理は早産超未熟児・極小未熟児などを対象として専門的に管理する新生児集

中治療室(NICU)の活動にもとづき著しく向上したが,今日,NICU 技術をもってしても依然

難問とされるのが対感染症処置である。これら在胎期間が短い児の免疫機能は著しく未発

達であることを本研究は明らかにした。すなわち,好中球貧食能・殺菌能,血中

Clq,C4,C3,FactorB,FactorH値など何れも低値を示し,またNK活性,AugmentedNK活性,およ

び IgM 産生能,IL-1 産生能なども低値を示した。しかし,1L-2 産生能,BCGF 産生能は高値で

あり,また異刺激に対する捕体系別経路の反応は良好であるなど,免疫能の総てが劣性とは

限らず,これらを充分理解した早産超未熟児・極小未熟児の感染症対策を考えて行かなけれ

ばならない。免疫機能は胎令に比例して発達するとは必ずしも云い切れず胎児・新生児の

個体差が大きい。臨床的には個別化した免疫療法が必要となるが,総じて受動免疫療法が迅

速・有効な手段であり,早急な対応を講ずる必要があろうと思われる。 


